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外傷性浅側頭動脈癌の 1例
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はじめに

浅側頭動脈に発生する外傷性動脈癌は，比較的

まれなものである.我々は，その 1例を経験した

ので，若干の文献的考察を加えて報告する.

症例

患者 :T.S. 20歳，男性.

主訴 右側頭部の拍動性腫癌.

現病歴 :昭和59年 5月6日，喧醸の仲裁には

いったところ，右側頭部，顔面，胸腹部をなぐら

れ，下顎部挫創，歯列損傷，肋骨骨折にて近医へ

3日間入院した.受傷後約 1週間，右側頭部およ

び顔面の腫張を認めたが，その消退とともに，右

側頭部の拍動性小腫癒に気がついた.同年5月28

日，近医にて皮下血腫として穿刺を受けたところ，

動脈血が拍動性に噴出した.翌29日，当科へ入院

した

入院時所見 :神経学的に異常を認めず，右耳介

前上方部に23X23mmの半球形腫癒を認めた.触

診上，腫癒の表面は平滑で可動性はなく，弾性硬

圧縮性で拍動を触知した.腫癌表面の皮膚に，外

見上の異常を認めなかった (写真1).

放射線学的所見 ・頭蓋単純写真では骨折などの

異常を認めなかった.選択的右外頚動脈撮影で，

浅側頭動脈本幹に17X15mmの動脈癌様陰影を

認めた(写真 2).なお，頭部の CTおよび内頚動

脈撮影などで，頭蓋内に異常所見は認められな

写真1 右側頭部に23X23mmの皮下腫癒を認めた.

ヵ、った.

手術所見 ・昭和59年6月5日，浅側頭動脈癌と

診断し，全身麻酔下に摘出術を施行した.病巣と

周囲との癒着は軽く，剥離は容易であった (写真

3 ).腫癌の近位，遠位で浅側頭動脈を切断後，腫

癒を摘出した(写真4).

病理所見 ・腫癌壁は肥厚した結合織のみからな

り，血管内皮細胞はもとより，内弾性根などの血

管本来の固有構造を全く欠き，仮性動脈嬉と診断

された(写真5).なお，内腔には一部陳旧化した

血栓がみられた.

考察

浅側頭動脈癌は Bartholin(1740)による報告が

最初とされている 1)2) 原因としては，外傷による
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写真2 右選択的外頚動脈撮影

写真3 手術所見
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写真4 摘出標本

写真5 組織学的所見 (H.EX40)

ものが圧倒的に多く，他に先天性 ・動脈硬化性・

感染性も報告されているが，きわめてまれであ

る制-7) 古くは万傷による発症が，また今世紀に

はいってからは戦時外傷による発症が多数報告さ

れているが，最近ではスポーツ外傷によるものも

増加している3)叫.

Matsubaraら町こよれば，浅側頭動脈癌が全身
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図 1 仮性動脈癒形成機序. (企栄養障害部分. *仮性動脈癌〕
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の外傷性動脈癌に占める割合は，0.5-2 %と報告

されており，比較的まれな疾患といえよう.外傷

による外頚動脈系の血管異常では，浅側頭動脈癌

の頻度が最も高く叩4) 本動脈の解剖学的特異性に

存するところが大きい.すなわち，側頭骨上の比

較的浅い皮下を長く走行するために，軽微な外力

によっても損傷されやすいのであろう.貝嶋ら9)

による本邦報告例の集計では，浅側頭動脈が頬骨

弓を横切る部位，側頭筋の付着部位および上側頭

線上が好発部位であるとされ，これらはし、ずれも

外力と頭蓋骨に狭撃されやすい部分である.

Ferrisらにより，外傷性動脈癌の形成機序とし

て二通りの場合が提唱されている8) 第一は，鈍的

外力により血管壁に断裂を生じて皮下血腫をつく

り，断裂部が修復されないままに，血腫腔が動脈

癌化してくるもので，第二は，血管壁の栄養血管

の障害から二次的に動脈壁が膨隆して動脈癒をつ

くる場合である.

我々の症例では，受傷直後から病変部の腫張が

あり，その消退とともに動脈癌を認めており， Fer. 

risらの前者の説，すなわち血腫の器質化とともに

線維組織により偽性の血管壁形成がおこり，動脈

癌になったものと考えられ，病理組織学的所見も

これを裏付けるものと考えられた.これに反し，

栄養血管障害の場合には，受傷後の血腫もなく無

症状の freeinterval後に出現するものと考えら

れる(図1).

本症の鑑別診断上，動静脈痩，皮下血腫， Epider-

mal inclusion cystなどが問題となりうる

が10)同 16)，拍動性圧縮性腫癌を触れることで容易

に診断される.thrillまたはbruitが認められる例

は，必ずしも多くはないが11L動静脈痩では，持続

性で収縮期に増大することが多く，動脈癌では，

収縮期にのみthrillが触知されたり， bruitが聴取

される場合が多いとされている幻.確定診断には

選択的外頚動脈撮影が必要である.

本症が自然消失をみた例は，文献上，梶原らの

1例のみであり 12L 進行性で破裂出血をきたす危

険性もあることから，治療は外科的に摘出するこ
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とが望まし¥，，8)13)-15) 

むすび

比較的まれとされる外傷性浅側頭動脈癌の一治

験例を若干の文献的考察を加えて報告した.症例

は20歳男性で，右側頭部をなぐられ，打撲部位に

発症し，摘出標本から仮性動脈癌と診断された.
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